








はじめに 

新生児の血液凝固系・線溶系およびキニン系と,新生児仮死との関係について,われわれは

かなり長期間に亘って検索してきた。 

今回は,いわゆる凝固の亢進の問題を,トロンビンの作用を端的にしかも直接に反映すると

いわれる FibrinopeptideA(以下 FPA)の動態を第一に検索し,第二には,胎児フィブリノー

ゲンの存在の可能性を追求することを主目的とした。 

胎児性フィブリノーゲンについては,後天性の異常フィブリノーゲンとして,近年注目をあ

びているものであるが,今回は,そのパイロットsturdy として,正常新生児の濟帯血の性状

を肝癌患者と対比して検討したのでここに報告する。 


